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平成筑豊鉄道の在り方については、
平成筑豊鉄道沿線地域公共交通協
議会において、鉄道を廃止し、「路線
バス」へ転換するという大きな方向
性が決定されました。
すぐに鉄道がなくなるというわけで
はなく、当面の間はこれまでどおり運
行されます。
令和8年度中に沿線9市町村にとっ
て望ましい地域公共交通計画が作
成される予定です。

s田川市議会事務局
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議会のおしらせ内の二次元コードをスマートフォンの
カメラで読み取ると、詳細を確認できます。
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［委員会の名称］　総文：総務文教委員会、厚生：厚生委員会、建経：建設経済委員会

議案番号

3月定例会 議決結果

くわしくは
7ページ

くわしくは6ページ

くわしくは7ページ

くわしくは4・5ページ

市長提出議案

1 承　　認－
市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて

［専決第1号 令和7年度田川市一般会計補正予算］

件　　　　名 付託委員会 議決結果

16 原案可決厚　生
田川市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
制定について

55 原案可決－
情報公開請求に係る個人情報漏えいに関する調査特別委員会の経費に
関する決議について

56 原案可決－
指名競争入札による建設工事発注に関する調査特別委員会の経費に
関する決議について

17 原案可決厚　生田川市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について

18 原案可決厚　生
田川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例及び田川市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部改正について
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原案可決

原案可決
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原案可決

原案可決
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総文・厚生・建経

厚　生

厚　生

厚　生

厚　生

総文・厚生・建経

厚　生

厚　生

厚　生

建　経

厚　生

厚　生

厚　生

厚　生

令和7年度田川市一般会計補正予算

令和7年度田川市国民健康保険特別会計補正予算

令和7年度田川市後期高齢者医療特別会計補正予算

令和7年度田川市急患医療特別会計補正予算

令和7年度田川市病院事業会計補正予算

令和8年度田川市一般会計予算

令和8年度田川市国民健康保険特別会計予算

令和8年度田川市後期高齢者医療特別会計予算

令和8年度田川市急患医療特別会計予算

令和8年度田川市等三線沿線地域交通体系整備事業基金特別会計予算

令和8年度田川市病院事業会計予算

田川市印鑑条例の一部改正について

田川市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部改正について

田川市猫の不妊去勢費用支援基金条例の制定について
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22
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26

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同　　意

同　　意

原案可決

総　文

総　文

総　文

厚　生

建　経

－

－

建　経

田川市放課後児童クラブ設置条例の制定について

田川市立小中一貫校猪位金学園教育振興基金条例の制定について

田川市過疎地域持続的発展計画の策定について

特定の事務を取り扱う郵便局の指定の変更について

市道路線の認定について（奈良タウン１号線）

田川市固定資産評価審査委員会委員の選任について（和田 孝子氏）

田川市固定資産評価審査委員会委員の選任について（岩岡 智之氏）

田川市都市公園条例の一部改正について

1

2

同　　意

同　　意

－

－

人権擁護委員候補者の推薦について（田尼得 美穂氏）

人権擁護委員候補者の推薦について（村上 美鈴氏）

54 原案可決－一般廃棄物処理業務に関する調査特別委員会の経費に関する決議について

諮　　　　問

議員提出議案

報　　　　告
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賛否の状況（3月定例会）

※会派名：社民党＝社民党市議会議員団、共産党＝日本共産党市会議員団
※上記以外の案件は、全会一致で可決されました。陸田議員（孔志会）は議長であるため、採決に加わっていません。
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〇：賛成　×：反対

令和8年度田川市国民健康保険
特別会計予算

田川市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の一部改正について

田川市乳児等通園支援事業の
設備及び運営に関する
基準を定める条例の制定について

田川市特定乳児等通園支援事業の
運営に関する基準を定める
条例の制定について

令和8年度田川市後期高齢者医療
特別会計予算

議案第8号

榊
原

村
𠮷

シン・タガワ

案件
議員名

会派名 社民党 新風会 共産党 孔志会 公明党 清友会

香
月

石
松

原
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小
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柿
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﨑

陸
田

佐
々
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野

永
松
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守

髙
瀬

賛
成

反
対

9 6〇 〇 × × 〇 × × 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇××

9 6〇 〇 × × 〇 × × 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇××

11 4〇 〇 〇 × 〇 × × 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇〇×

10 5〇 〇 × × 〇 × × 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇×〇

10 5〇 〇 × × 〇 × × 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇×〇

議案第9号

議案第14号

議案第16号

議案第17号

請願審査

6月定例会は6月12日（金）開会
一般質問は、6月17日（水）・18日（木）・19日（金）
※一般質問の通告者が少ない場合は、17日（水）と18日（木）の2日間となる場合があります。
◎本会議・委員会は、インターネット中継と録画映像の配信を行います。ご利用ください。 ※いずれも10時開始予定です。

議会日程 議会中継

採択された請願

請願第2号 田川市地区公民館建設補
助金の見直しに関する請願

【内容】田川市地区公民館建設補助金制度が、長年見直されて
おらず、現状とはかけ離れた内容になっている。老朽化した公
民館の建て替え促進のため、見直しを求めるもの（付託：総務
文教委員会）

新たに上程された請願

請願第3号 田川東高校跡地活用の
早期実現を求める請願

【内容】田川東高校跡地に商業施設を整備する計画が実現し、
田川東高校跡地の活用が早期に実現されるよう要望するもの

（付託：建設経済委員会）

予定
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各常任委員会の主な審査内容
　令和8年度の一般会計当初予算は、第6次田川市総合計画後期基本計画で新たに掲げる「子育て支援体制の充
実」、「教育内容・教育環境の充実」、「魅力ある雇用の創出」、「住環境の整備」の4つの重点プロジェクトにより若者
世代や子育て世代の移住・定住を促進しつつ、市長公約のスローガンである「田川に元気を取り戻す」を具現化する
ための事業に係る予算として、総額358億5,368万7千円が計上されました。前年度の当初予算と比較して、1億
1,672万6千円の増額となっています。各委員会における審査内容の一部を紹介します。

成長過程にある子どもたちを学びや遊び、食事や生活指
導など多面的にサポートしながら、放課後や休日に気軽
に立ち寄れる「地域のもう一つの家」となる子どもの第三
の居場所として、旧たがわ情報センターを複合施設として
整備し、令和8年10月の運用開始を目指すもの

1,568万7千円

今回の整備場所を含む田川東高校跡地の早期
活用を求める請願が出されている。本施設整備
に関する地元への説明はどうなっているのか。

質
疑

児童が横断歩道を渡ることになるため、事
故が起こらないよう検証し、安全に登下校
できるよう配慮してほしい。

要
望

地元区長に説明している。市としては、事業実施によ
り、人のにぎわいをつくることができ、商業施設誘致
の阻害要因とはならないと考える。今後も十分説明
していきたい。

答
弁

 一般会計当初予算 
令和8年度

子ども第三の居場所づくり事業費　　

田川小学校への通学路として利用されている歩道橋を経
年劣化により撤去する計画となったため、歩道橋に替わ
る学校への進入路として新たに階段を設置するもの

600万8千円
小学校維持管理経費　　

教員業務支援員は、
教員免許が必要なのか。

質
疑

教員免許は必要ない。教員が児童
生徒に対応する時間が増えるため、
結果的に学力向上などにつながる。

答
弁教員の負担を軽減し、教員が児童生徒への指導や教材研究に集

中できる環境を作るために、教員業務支援員を小学校に5人、中
学校に3人配置するもの

2,112万7千円

小学校・中学校の教員業務支援員
（会計年度任用職員）人件費　

総務文教委員会
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言語の理解能力や社会性が備わる時期である５歳児を対象に健診を行い、就学前に適切な支援につ
なげることで、不登校や学習不適応の予防、学校生活への円滑な移行、保護者の不安軽減を図ること
を目的に実施するもの５歳児健診とは

ことばの説明

若者が地元で働くことができる場所を
見つけられるような取り組みをしてほ
しい。アンケートを取った後はどう進め
ていくのか。

質
疑

具体的にはまだ決まっていない。専門コンサルタントの知見
を活用しながら、田川市ができることや企業側に対応しても
らうことなどの洗い出しを行うためにも、まずは若者のニー
ズを正確に把握する必要がある。

答
弁

偽装請負にあたらないよう
対策はしているのか。

質
疑

市職員が直接受託業者に指示をすることが
偽装請負にあたるため、受託業者の責任者
を明確にし、指示は責任者のみに行うよう徹
底している。さらに、受託業者と市職員合同
で偽装請負に関する研修会を行い、意識の
共有を図っている。

答
弁

従来行っていた4か月児健診、10か月児健診、1歳6か月児健診、3歳
児健診に加え、令和8年度から5歳児健診のモデル実施を行うもの

502万9千円
乳幼児健康診査栄養指導事業費　　

平成筑豊鉄道の経営安定化のため、沿線市町村から助成するもの。現在、法定協議会で鉄道の在り方を協議
しているが、少なくとも令和8年度、令和9年度の2年間は今のまま鉄道を維持する必要があり、必要最小限
の費用として助成するもの（沿線市町村の補助金合計額：4億1,900万円／年）

9,880万円平成筑豊鉄道経営安定化補助金（田川市負担分）　　　　

厚生委員会

建設経済委員会

事務の効率化と窓口サービスの安定的な提供のため、
市民課の窓口業務を委託するもの。すでに令和3年10
月から委託を実施しており、一定の効果が得られている
と評価している。

　4,808万4千円

戸籍・住民基本台帳及び
国民年金に係る窓口業務委託料　　

若者が田川市で働きたいと感じる「魅力ある仕事」の要
素を体系的に把握するため、専門コンサルタントの知見
を活用し、多角的な調査・分析を実施するもの。令和8年
度中にデータ分析までを行い、令和9年度以降に実証事
業を実施予定。

249万9千円
魅力ある雇用の創出事業委託料　　

議会のおしらせ No.232 ❺17 広報たがわ  2026.6



各常任委員会の主な審査内容
　3月補正予算では、決算見込に基づき、使う予定がない予算が減額され、新たに国の補正予算に伴う事業などが
計上されました。歳入歳出とも1億7,342万4千円の増額となり、予算総額は、376億9,208万9千円となりました。各
委員会における審査の一部を紹介します。

一般会計3月補正予算
令和7年度

捕獲頭数の大幅増に伴い、県へ追加要望を行ったところ、国の補正予算で措置されることとなったため、あ
わせて市負担分を増額するもの

126万4千円鳥獣被害緊急捕獲活動支援費市負担金　

移動スーパー事業への参入を検討する事業者の確保・条件調整に時間を要し、令和７年度内の事業実施が
困難となったため減額するもの

400万6千円 減額ソーシャルビジネス推進事業費　

自治体情報システム標準化において、システム開発等の遅延により、移行の対応が令和８年度以降となるた
め減額するもの。減額した一部は令和8年度当初予算に計上される予定。

8,330万6千円 減額情報システム運用管理事業費　

職員など担当者に負担がかからないよう十分に調整し、円滑に移行を進めてほしい。要望

事業者からの応募はあったのか。質疑

移動スーパーを待っている人もいるので、実現できるようにしてほしい。要望

事業の条件設定ができなかったため、公募に至っていない。答弁

1,200万円ふるさと人づくり基金費　
市外在住の人からいただいた寄附金の一部を田川市ふるさと人づくり基金に積み立て
るもの。令和8年度開設予定の「子ども第三の居場所づくり事業」などで活用する予定。

総務文教委員会

建設経済委員会
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田川市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部改正について議案第14号　

可 決 【概 要】 県内保険料水準の統一化に向け、国民健康保険税の税率を、令和7年度から令和8年
度までの2年間で段階的に引き上げることとしていたが、国民健康保険財政安定化基金を活
用することにより、令和8年度の引き上げ幅を緩和するもの。

議員ごとの賛否は
３ページに掲載

国民健康保険税の医療分の比較

令和7年度 令和8年度（予定） 令和8年度（確定後）

所得割 7.00% 7.40% 7.24%

均等割 21,600円 23,000円 22,570円

平等割 18,800円 19,860円 19,500円

令和6年度条例改正 今回条例改正

　子ども・子育て支援金は、国の子ども未来戦略「加速化プラン」を実行する
ための財源として、すべての医療保険者が被保険者から保険料で徴収する
ものです。
　令和8年4月からすべての被保険者は、各医療保険料と子ども・
子育て支援金をあわせて納付することとなり、こども誰でも通
園制度の実施や児童手当の拡充など、子育て支援の拡充のた
めに使用されます。

子ども・子育て
支援金制度に
ついて

PICK UP

田川市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の制定について議案第16号　

田川市特定乳児等通園支援事業の運営に関する
基準を定める条例の制定について議案第17号　

可 決
【概 要】 令和8年4月から全国の自治体で本格
実施されることとなった「こども誰でも通園制
度」について、田川市でも適切に実施するため、
必要な条例を制定するもの。なお、本市では、中
央保育所で実施する予定である。

議員ごとの賛否は
３ページに掲載

0歳6か月から満3歳未満の児童を対象として、保護
者の就労要件を問わず、児童1人当たり月10時間を
上限に1時間当たり300円程度で保育所などの利用
が可能な制度

こども誰でも
通園制度とは

ことばの説明

議会のおしらせ No.232 ❼19 広報たがわ  2026.6
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物
価
高
で
学
校
給
食
の
材
料
費
が

高
騰
し
て
い
る
中
、メ
ニ
ュ
ー
の
変
更

が
あ
る
か
。ま
た
、給
食
の
質
や
量
は

確
保
さ
れ
て
い
る
か
問
う
。

　

原
材
料
費
の
高
騰
を
理
由
に
、①
提

供
メ
ニ
ュ
ー
の
品
数
を
減
ら
す
、②
栄

養
価
を
下
げ
る
、③
デ
ザ
ー
ト
な
ど
楽

し
み
を
削
る
よ
う
な
内
容
変
更
は
し

て
い
な
い
。今
後
も
行
う
予
定
は
な
い
。

　

地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
問
う
。

　

市
内
で
生
産
さ
れ
た
小
松
菜
、パ
プ

リ
カ
、ミ
ニ
ト
マ
ト
を
使
用
し
、こ
れ
を
学

校
給
食
献
立
表
に
記
載
。米
は
田
川
市

産
を
優
先
し
、不
足
す
る
場
合
は
田
川

郡
で
生
産
さ
れ
た
米
を
使
用
し
て
い
る
。

　

学
校
給
食
で
地
産
地
消
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、農
業
従
事
者
や
後
継
者
を

育
成
す
る
必
要
が
あ
る
。見
解
を
問
う
。

　

学
校
給
食
と
し
て
食
材
提
供
を
す

る
た
め
に
は
、供
給
体
制
の
確
立
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。地
産
地
消
の
取
り
組

み
に
向
け
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

令
和
８
年
度
か
ら
小
学
校
の
給
食

費
に
対
し
て
国
の
補
助
が
開
始
さ
れ

る
。市
外
の
公
立
や
私
立
の
小
中
学
校

に
通
学
す
る
児
童
生
徒
へ
の
給
食
費

の
補
助
に
つ
い
て
、４
月
以
降
の
本
市

の
考
え
を
問
う
。

　

給
食
費
無
償
化
の
国
の
予
算
成
立

後
、最
終
的
な
制
度
の
内
容
が
判
明
次
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第
、市
民
の
間
に
不
公
平
感
が
生
じ
な

い
よ
う
整
理
し
、現
在
保
護
者
負
担
が

生
じ
て
い
る
市
外
に
通
学
す
る
児
童

生
徒
へ
の
給
食
費
の
補
助
を
含
め
た

本
市
独
自
の
支
援
策
を
検
討
す
る
。

　

添
田
町
・
川
崎
町
と
連
携
し
効
率
的

な
公
共
交
通
網
形
成
に
向
け
協
議
す
る

と
し
て
い
た
。現
時
点
の
状
況
を
問
う
。

川
崎
町
ふ
れ
あ
い
バ
ス
と
添
田
町
バ

ス
の
抱
え
る
課
題
を
解
決
し
、３
市
町
で

最
適
な
運
行
形
態
を
模
索
す
る
た
め
、

令
和
７
年
12
月
か
ら
担
当
者
会
議
を
開

催
。添
田
町
バ
ス
が
今
年
４
月
か
ら
次
の

３
つ
の
改
善
を
実
施
す
る
。

①
新
た
に
後
藤
寺
と
春
日
橋
の
２
か
所

に
バ
ス
停
を
新
設
す
る
。②
１
日
10
便
か

ら
早
朝
と
夕
方
に
２
便
ず
つ
追
加
し
、

全
14
便
へ
増
便
す
る
。③
現
在
運
行
中
の

10
便
は
運
行
時
刻
を
見
直
し
、川
崎
町

ふ
れ
あ
い
バ
ス
と
数
分
違
い
で
連
続
し

て
走
っ
て
い
る
状
況
を
解
消
す
る
。

　

添
田
町
・
川
崎
町
か
ら
本
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
へ
の
乗
り
継
ぎ
の
検
討
結

果
を
問
う
。

　

添
田
町
バ
ス
は
、４
月
か
ら
後
藤
寺

バ
ス
停
で
７
便
中
４
便
が
本
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
乗
り
継
ぎ
が
で
き

る
よ
う
改
善
さ
れ
る
。川
崎
町
ふ
れ
あ

い
バ
ス
は
、現
在
協
議
中
で
あ
る
。
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本
市
の
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
口

推
移
に
つ
い
て
問
う
。

　

過
去
５
年
間
で
約
８
％
減
少
し
た
。

特
に
30
代
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
。

　

若
者
が
流
出
す
る
要
因
を
問
う
。

　

進
学
や
就
職
と
い
う
若
年
層
特
有
の

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
や
、結
婚
、転
職
に
伴

う
転
出
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

　

市
内
企
業
と
学
生
の
就
職
マ
ッ
チ

ン
グ
支
援
の
取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
希
望
す
る
高
校

生
も
参
加
対
象
に
加
え
、合
同
企
業
説

明
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、一
般
求
職

者
の
参
加
が
少
な
い
。今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
手
法
を
検
討
し
取
り
組
む
。

　

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
に
つ
い
て

見
解
を
問
う
。

　

企
業
の
人
材
確
保
や
若
者
の
定
着
に

寄
与
す
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、方
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
調
査
・
研
究
を
行
う
。

　

デ
ジ
タ
ル
人
材
な
ど
の
成
長
分
野

に
お
け
る
人
材
育
成
に
つ
い
て
問
う
。

　

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
の
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
。令
和
８
年
度
実
施
予

定
の
魅
力
あ
る
雇
用
の
創
出
事
業
の

中
で
調
査
・
研
究
を
行
う
。

　

若
者
の
地
元
定
着
促
進
の
た
め
、就

労
支
援
・
住
居
支
援
・
経
済
支
援
を
一
体

的
に
進
め
る
総
合
支
援
策
を
構
築
し
、
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庁
内
横
断
的
に
取
り
組
む
体
制
を
整
備

す
べ
き
で
あ
る
。市
長
の
見
解
を
問
う
。

　

若
者
の
移
住
・
定
住
は
総
合
計
画
の

重
点
項
目
で
あ
り
、市
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
施
策
で
あ
る
。関
連
部
署
で
連
携

を
取
り
、体
制
構
築
を
検
討
し
て
い
く
。

　

本
市
の
福
祉
施
設
の
人
材
不
足
・
人

材
確
保
の
状
況
を
問
う
。

介
護
事
業
所
１
か
所
に
お
い
て
、国
の

人
員
配
置
基
準
を
満
た
せ
ず
休
止
と
な
っ

て
い
る
が
、令
和
8
年
12
月
ま
で
に
人
材

確
保
で
き
る
見
込
み
と
聞
い
て
い
る
。

　

市
が
事
業
者
に
業
務
委
託
す
る
際
、

受
託
者
の
人
材
確
保
な
ど
の
経
営
状

況
を
把
握
し
て
い
る
の
か
問
う
。

　

基
本
的
に
発
注
者
側
が
関
与
す
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、業
務
委

託
契
約
の
仕
様
に
お
い
て
、人
員
の
配

置
基
準
を
示
し
て
い
る
場
合
は
、適
正

に
配
置
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
い
る
。

　

物
価
高
騰
や
賃
金
上
昇
な
ど
を
踏

ま
え
た
業
務
委
託
料
へ
の
価
格
転
嫁

に
つ
い
て
問
う
。

　

契
約
時
の
入
札
額
や
見
積
額
は
、物

価
高
騰
な
ど
を
踏
ま
え
た
金
額
が
提
示

さ
れ
て
い
る
と
想
定
し
て
い
る
。今
後
も
、

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
注
視
し
、客

観
的
な
視
点
で
金
額
設
計
に
努
め
る
。
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災
害
や
防
犯
の
対
策
な
ど
行
政
区
の

役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

市
が
行
政
区
と
連
携
し
て
防
災
・
防
犯

体
制
を
強
化
す
る
取
り
組
み
を
問
う
。

　

本
市
の
自
主
防
災
組
織
は
、こ
れ
ま

で
小
学
校
区
単
位
で
整
備
を
進
め
、防

犯
活
動
は
、区
長
を
対
象
に
研
修
や
啓

発
活
動
を
行
っ
て
き
た
。今
後
は
、自

治
会
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
柔
軟

か
つ
効
果
的
に
防
災
・
防
犯
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

　

区
の
活
動
を
持
続
可
能
な
も
の
に
す

る
た
め
の
市
の
支
援
策
や
制
度
設
計
に

つ
い
て
、ま
た
、区
に
未
加
入
の
市
民
と

の
連
携
や
地
域
全
体
で
の
協
働
体
制
づ

く
り
に
つ
い
て
、今
後
の
方
針
を
問
う
。

　

財
政
面
の
支
援
だ
け
で
は
な
く
、時

代
の
変
化
に
合
わ
せ
、無
理
の
な
い
活

動
の
進
め
方
を
模
索
す
る
な
ど
地
域

運
営
の
在
り
方
を
慎
重
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
。地
域
の
安
全
・
安
心
が
目

に
見
え
な
い
共
助
の
力
に
よ
っ
て
維

持
さ
れ
て
い
る
事
実
を
丁
寧
に
伝
え
、

区
の
未
加
入
者
を
含
め
誰
も
が
自
分

に
で
き
る
範
囲
で
役
割
を
分
か
ち
合

え
る
持
続
可
能
な
地
域
運
営
の
在
り

方
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

行
政
と
市
民
、地
域
団
体
と
の
連
携

や
協
働
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
、条
例
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が
果
た
し
た
役
割
や
成
果
を
問
う
。

　

市
民
と
市
が
対
等
な
立
場
で
協
力

し
合
う
た
め
の
共
通
の
指
針
や
活
動

を
支
え
る
裏
づ
け
と
い
っ
た
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
登
録
団
体
数
や
利
用
者

数
の
推
移
、協
働
事
業
提
案
制
度
な

ど
、具
体
的
な
活
動
実
績
が
成
果
と
し

て
表
れ
て
い
る
。

　

条
例
を
運
用
し
て
の
課
題
や
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
条
例
の
見

直
し
の
必
要
性
を
問
う
。

市
民
参
加
の
裾
野
が
広
が
る
一
方
、

活
動
を
担
う
人
材
の
固
定
化
や
次
世
代

へ
の
継
承
な
ど
課
題
が
あ
る
。ま
ず
は
運

用
面
を
工
夫
し
て
課
題
解
決
を
図
り
、

本
市
の
実
情
に
即
し
た
協
働
の
在
り
方

を
継
続
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ（
命
名
権
）導

入
の
検
討
状
況
を
問
う
。

　

田
川
市
歳
入
確
保
対
策
本
部
会
議

で
制
度
導
入
に
よ
る
効
果
や
課
題
な

ど
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

市
か
ら
の
募
集
だ
け
で
は
な
く
、企

業
側
に
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ

き
で
あ
る
。市
長
の
見
解
を
問
う
。

　

歳
入
確
保
に
つ
な
が
る
制
度
設
計
が

重
要
で
あ
り
調
査
研
究
を
続
け
た
い
。
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本
市
で
最
大
規
模
の
地
震
が
起
き

た
際
の
被
害
予
測
に
つ
い
て
問
う
。

　

玄
海
灘
か
ら
東
峰
村
に
至
る
西
山
断

層
帯
に
お
け
る
地
震
は
、市
の
中
心
部

を
含
む
広
範
囲
で
震
度
６
強
程
度
が
予

測
さ
れ
る
。そ
の
際
、建
物
の
全
壊
３
０

０
棟
、半
壊
１
８
０
０
棟
、人
的
被
害
は

死
者
20
人
、負
傷
者
３
０
０
人
、避
難
者

２
３
０
０
人
に
及
ぶ
見
込
み
で
あ
る
。

避
難
所
の
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

　

指
定
避
難
所
は
す
べ
て
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
い
る
。備
蓄
物
資
は
、県
の
計

画
に
準
じ
、最
大
避
難
者
数
１
４
０
０

人
の
１
日
分
を
備
蓄
し
、２
日
目
以
降

は
民
間
企
業
か
ら
優
先
的
に
調
達
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。避
難
所
は
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る
区
画
割
り
を
標
準
化

し
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
空
間
を
確
保
し
て
い

る
。今
後
も
誰
も
が
安
全・
安
心
に
過
ご

せ
る
避
難
所
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

　

独
居
高
齢
者
な
ど
の
要
支
援
者
の
安

否
確
認
や
地
域
連
携
の
体
制
を
問
う
。

　

消
防
団
が
避
難
行
動
要
支
援
者
宅

を
定
期
的
に
訪
問
し
見
守
り
活
動
を
実

施
し
て
い
る
。ま
た
、各
関
係
団
体
の
情

報
共
有
や
緊
密
な
連
携
体
制
の
構
築
の

た
め
、防
災
会
議
な
ど
に
自
治
会
関
係

者
な
ど
も
参
加
い
た
だ
き
、実
効
性
の

あ
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

災
害
発
生
時
の
イ
ン
フ
ラ
対
策
の

цц
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状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　

発
災
直
後
の
応
急
給
水
に
つ
い
て
、田

川
広
域
水
道
企
業
団
と
そ
の
構
成
自
治

体
間
で
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。ま
た
、

停
電
時
に
最
低
限
必
要
な
電
力
を
維
持

で
き
る
よ
う
、主
要
な
拠
点
施
設
に
は

非
常
用
発
電
機
を
整
備
し
て
い
る
。

　

競
争
入
札
に
お
け
る
事
業
者
の
選

定
基
準
に
つ
い
て
問
う
。

　

原
則
と
し
て
市
内
事
業
者
と
し
て

い
る
。そ
の
ほ
か
、土
木
一
式
工
事
・
建

築
一
式
工
事
に
お
い
て
、総
合
点
数
の

範
囲
に
よ
り
基
準
金
額
を
定
め
て
い

る
。な
お
、こ
の
基
準
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

　

透
明
性
の
確
保
と
デ
ジ
タ
ル
化
に

つ
い
て
問
う
。

　

法
の
規
定
に
基
づ
き
入
札
結
果
な

ど
を
適
切
に
公
表
し
て
い
る
。令
和
８

年
度
か
ら
は
、新
た
に
３
工
種
を
電
子

入
札
と
す
る
予
定
で
あ
り
、引
き
続
き

さ
ら
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
た
い
。

　

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
問
う
。

　

令
和
７
年
度
は
職
員
研
修
を
行
い

意
識
啓
発
を
行
っ
た
。不
正
行
為
の
起

き
に
く
い
入
札
制
度
の
確
立
に
向
け
、

継
続
的
に
検
討
を
重
ね
、よ
り
よ
い
入

札
・
契
約
制
度
の
確
立
を
目
指
し
た
い
。
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市
内
中
小
企
業
支
援
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
問
う
。

　

平
成
27
年
に
中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
を
制
定
し
、多
様
な
主
体
の
参
画
の

下
、中
小
企
業
支
援
策
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
て
き
た
。ま
た
、中
小
企
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、長
期
的
な
視
点
で
中

小
企
業
支
援
に
努
め
て
い
る
。環
境
の
変

化
に
即
応
で
き
る
支
援
策
を
打
ち
出
せ

て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　

中
小
企
業
の
業
績
回
復
や
経
営
の

安
定
・
維
持
の
た
め
、エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
や
労
務
費
上
昇
分
な
ど
を
適
切
に

価
格
転
嫁
で
き
る
よ
う
な
支
援
の
充
実

が
必
要
で
あ
る
。本
市
の
対
応
を
問
う
。

　

国
な
ど
の
助
成
金
制
度
の
利
用
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、本
市
の
実
情
に
即
し

た
支
援
策
を
検
討
す
る
。な
お
、物
価
高

騰
の
影
響
を
踏
ま
え
、令
和
８
年
度
は

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
例
年
よ
り

増
額
し
て
発
行
し
、消
費
を
促
し
て
市

内
企
業
の
支
援
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

　

本
市
の
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
問
う
。

　

ケ
ア
ラ
ー
の
状
況
に
応
じ
、現
行
の

介
護
保
険
法
な
ど
に
基
づ
く
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。ケ
ア
ラ
ー

自
身
を
対
象
と
す
る
直
接
的
な
支
援

に
つ
い
て
の
法
整
備
が
進
ん
で
い
な
い

ццц
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た
め
、ケ
ア
ラ
ー
本
人
へ
の
直
接
的
か

つ
効
果
的
な
支
援
に
限
界
が
あ
る
こ

と
が
課
題
で
あ
る
。

　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
市
の
考
え
を
問
う
。

　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
係
る
国
の
法
整
備

が
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
。条
例
制
定
に

つ
い
て
、国
や
他
市
町
村
の
動
き
を
見

な
が
ら
調
査
・
研
究
を
進
め
た
い
。

　

知
る
権
利
の
保
障
の
た
め
、情
報
開

示
請
求
に
係
る
不
服
申
し
立
て
に
つ
い

て
、答
申
ま
で
の
期
間
を
短
く
す
る
必

要
が
あ
る
。市
の
考
え
を
問
う
。

　

不
服
申
し
立
て
は
、行
政
不
服
審
査

法
に
基
づ
い
て
必
要
な
事
務
を
段
階

的
に
処
理
す
る
た
め
、完
了
ま
で
に
一

定
の
期
間
を
要
す
る
。こ
れ
ま
で
の
案

件
に
お
い
て
は
、平
均
７
か
月
を
要
し

て
い
る
が
、事
務
の
各
段
階
に
お
い
て

事
務
処
理
を
可
能
な
限
り
短
縮
し
、全

体
的
な
期
間
の
短
縮
に
努
め
た
い
。

　

市
政
の
透
明
化
を
進
め
る
た
め
、公
開

を
前
提
と
し
た
文
書
管
理
の
基
準
な
ど

必
要
な
事
項
を
定
め
た
公
文
書
管
理
条

例
が
必
要
で
あ
る
。市
の
考
え
を
問
う
。

　

文
書
管
理
規
程
を
見
直
す
予
定
で
あ

る
。更
な
る
情
報
公
開
の
推
進
や
適
正

な
文
書
管
理
に
資
す
る
と
考
え
て
い
る
。
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発
電
所
建
設
地
の
農
地
転
用
に
係
る

隣
接
農
地
所
有
者
の
同
意
書
が
偽
造
さ

れ
て
い
る
疑
い
を
指
摘
し
て
い
た
。そ
の

後
の
農
業
委
員
会
の
審
議
結
果
を
問
う
。

　

農
業
委
員
会
が
積
極
的
に
調
査
を
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
弁
護
士
の
見

解
な
ど
を
農
業
委
員
会
で
説
明
し
た
上

で
、今
後
の
対
応
に
つ
い
て
提
案
し
た
。当

該
同
意
書
が
そ
も
そ
も
提
出
不
要
の
書

類
で
あ
る
こ
と
や
、偽
造
さ
れ
た
と
訴
え

る
被
害
者
か
ら
調
査
要
望
が
な
い
こ
と
な

ど
を
理
由
と
し
て
、こ
の
問
題
に
関
す
る

調
査・審
議
は
行
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

　

市
長
に
対
し
、当
該
発
電
所
設
置
者
と

面
談
し
、本
件
の
経
過
の
確
認
を
依
頼
し

て
い
た
。面
談
の
結
果
を
問
う
。

　

１
月
に
面
談
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、事

業
者
と
し
て
は
適
切
に
手
続
き
を
行
っ
た

と
認
識
し
て
お
り
、改
め
て
調
査
す
る
予

定
は
な
い
と
の
回
答
を
得
た
。ま
た
、偽
造

が
疑
わ
れ
る
書
類
の
経
緯
も
尋
ね
た
が
、

明
確
な
回
答
は
な
か
っ
た
。

　

市
内
の
防
犯
灯
の
基
数
と
、そ
の
電
気

代
に
つ
い
て
問
う
。

　

全
体
で
約
４
５
０
０
基
あ
り
、全
自
治

会
が
負
担
し
て
い
る
電
気
代
は
、年
約
８

０
０
万
円
で
あ
る
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
に
よ

цццц
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り
、自
治
会
の
加
入
世
帯
が
減
少
し
て
い

る
中
、防
犯
灯
の
維
持
管
理
費
の
負
担
を

巡
っ
て
自
治
会
加
入
世
帯
と
未
加
入
世

帯
の
分
断
が
生
じ
て
い
る
。自
治
会
な
ど

の
防
犯
灯
の
電
気
代
の
負
担
分
を
な
く
し

て
ほ
し
い
。市
の
見
解
を
問
う
。

　

電
気
代
の
負
担
を
含
め
た
防
犯
灯
の

今
後
の
在
り
方
は
慎
重
な
判
断
が
必
要

で
あ
る
。時
代
の
変
化
に
即
し
た
地
域
運

営
の
視
点
に
立
ち
、十
分
検
討
し
た
い
。

　

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、市
営

住
宅
の
入
居
に
つ
い
て
新
婚・子
育
て
世

帯
の
収
入
基
準
の
緩
和
を
検
討
す
る
と

し
て
い
る
。検
討
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　

近
隣
自
治
体
の
実
情
も
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
な
ど
、現
状
で
は
収
入
基

準
の
緩
和
に
直
ち
に
取
り
組
む
こ
と

は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　

入
居
当
初
に
収
入
基
準
を
満
た
し
て

入
居
し
た
人
が
、収
入
増
加
に
よ
る
家

賃
の
値
上
げ
で
退
去
す
る
世
帯
が
増
え

て
い
る
。退
去
を
減
少
さ
せ
る
た
め
入
居

に
係
る
収
入
基
準
の
引
き
上
げ
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。市
の
見
解
を
問
う
。

　

収
入
基
準
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
市
長
会
を
通
じ
て
国
に
働
き

か
け
て
き
た
。今
後
も
継
続
し
て
個
別

の
要
望
と
し
て
国
に
働
き
か
け
た
い
。
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松
原
保
育
園
に
お
け
る
不
適
切
保

育
事
案
に
つ
い
て
、市
は
ど
の
よ
う
に

総
括
し
て
い
る
の
か
問
う
。

　

職
員
個
人
の
問
題
で
あ
る
と
と
も

に
、組
織
的
な
課
題
も
あ
る
と
捉
え
、

改
善
勧
告
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
市
が
行
っ
て
き
た
保
育
所

に
対
す
る
指
導
監
査
は
、不
適
切
事
案
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
十
分
に
機
能
し
て

い
た
の
か
。ま
た
今
後
、指
導
監
査
体
制

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
の
か
問
う
。

　

年
１
回
、県
と
合
同
で
市
内
全
保
育

所
に
対
し
て
監
査
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

一
部
の
保
育
所
に
対
し
て
事
前
通
告
を

行
わ
ず
に
訪
問
す
る
安
全
管
理
重
点
確

認
監
査
を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
継
続

実
施
に
加
え
、市
職
員
が
事
前
通
告
を
せ

ず
に
保
育
所
を
訪
問
す
る
な
ど
し
て
、不

適
切
保
育
の
未
然
防
止
に
つ
な
げ
た
い
。

　

子
ど
も
の
安
全
、保
護
者
の
安
心
、保

育
士
の
適
正
な
保
育
行
為
を
守
る
た

め
、ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。市
の
考
え
を
問
う
。

　

す
べ
て
の
保
育
所
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
の
は
費
用
負
担
が
大
き

い
た
め
、ま
ず
は
公
立
保
育
所
へ
の
設

置
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。

　

特
命
事
案
調
査
結
果
報
告
書
の
事

ц
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実
認
定
は
ど
の
よ
う
な
資
料
や
証
言
な

ど
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
の
か
問
う
。

　

残
さ
れ
て
い
た
資
料
や
関
係
者
の
パ

ソ
コ
ン
デ
ー
タ
を
基
に
、関
係
者
な
ど
か

ら
聞
き
取
り
を
行
い
、可
能
な
限
り
客
観

的
に
事
実
認
定
を
行
っ
た
。

　

聞
き
取
り
を
し
た
記
録
の
ま
と
め
方

や
判
断
の
基
準
が
不
明
確
で
あ
る
た
め
、

事
実
認
定
が
適
切
だ
っ
た
の
か
疑
問
が

あ
る
。事
実
認
定
の
過
程
を
検
証
す
べ
き

と
考
え
る
が
、市
の
考
え
を
問
う
。

　

現
在
、市
議
会
に
お
い
て
本
件
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て

調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、現
時
点

で
再
調
査
や
検
証
を
行
う
考
え
は
な
い
。

　

運
転
免
許
証
返
納
者
や
交
通
空
白

地
の
居
住
者
の
移
動
手
段
確
保
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
制

度
の
拡
充
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
問
う
。

75
歳
以
上
で
運
転
免
許
証
を
持
た
な

い
人
は
約
６
千
人
い
る
。こ
の
規
模
で

制
度
設
計
を
す
る
に
は
、財
源
や
事
務

従
事
者
の
確
保
な
ど
解
決
す
べ
き
問
題

が
多
く
、慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

他
自
治
体
の
事
例
や
国
の
支
援
制
度

を
調
査・
検
討
し
、本
市
に
適
し
た
移
動

手
段
の
確
保
や
交
通
空
白
地
域
の
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
を
求
め
る
。
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駅
舎
の
運
営
権
の
現
状
を
問
う
。

　

駅
舎
の
運
営
会
社
が
民
事
再
生
手
続

き
に
至
り
、新
会
社
か
ら
支
援
を
受
け

事
業
再
建
を
目
指
す
ス
ポ
ン
サ
ー
方
式

に
つ
い
て
債
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
た
。

新
会
社
設
立
後
に
運
営
権
移
転
の
議
案

を
市
議
会
に
上
程
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、新
会
社
が
設
立
さ
れ
ず
再
生
計
画

の
履
行
期
限
を
迎
え
た
た
め
、今
後
は

破
産
手
続
き
に
進
む
と
想
定
さ
れ
る
。

　

民
事
再
生
に
関
す
る
こ
と
や
新
た

な
運
営
権
譲
渡
に
つ
い
て
、会
社
関
係

者
の
説
明
会
が
あ
り
、内
容
を
聞
く

と
、業
者
選
定
評
価
委
員
会
の
委
員
の

人
選
や
事
務
手
続
き
上
の
や
り
取
り

に
お
い
て
、市
の
対
応
が
不
適
切
と
感

じ
る
部
分
が
あ
っ
た
。見
解
を
問
う
。

　

同
委
員
会
の
人
選
や
事
務
手
続
き

に
問
題
は
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

同
説
明
会
に
お
い
て
、平
成
30
年
に
運

営
権
を
設
定
し
た
事
業
者
に
つ
い
て
、

自
己
資
金
や
財
務
諸
表
に
問
題
が
あ

り
、業
者
選
定
が
不
適
切
で
あ
っ
た
と

指
摘
さ
れ
て
い
た
。認
識
を
問
う
。

　

当
時
の
選
定
評
価
委
員
会
で
も
さ

ま
ざ
ま
議
論
し
、何
点
か
の
意
見
を
付

さ
れ
た
上
で
総
合
的
に
可
と
判
断
さ

れ
、議
会
に
上
程
し
て
い
る
。手
続
き
上

は
問
題
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

運
営
権
を
設
定
し
た
事
業
者
の
経

цццц
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営
状
況
を
把
握
し
て
い
た
の
か
問
う
。

　

毎
年
決
算
書
を
基
に
経
営
状
況
を

把
握
し
て
い
る
。運
営
権
制
度
は
、事
業

者
の
自
由
度
が
高
い
制
度
で
あ
り
、市

が
深
く
関
与
し
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

今
後
の
予
定
と
見
解
を
問
う
。

　

破
産
手
続
き
に
進
み
、破
産
管
財
人

と
協
議
を
行
う
こ
と
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。破
産
ま
で
に
一
定
の
時
間
が
か

か
る
た
め
、協
議
と
並
行
し
て
伊
田
駅

舎
の
在
り
方
を
検
討
し
た
い
。

　

伊
田
駅
舎
は
、市
の
玄
関
口
と
し
て

重
要
で
あ
り
、活
気
あ
ふ
れ
る
場
所
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。今
回
の
反

省
や
改
善
を
踏
ま
え
て
、今
後
の
駅
舎

運
営
に
対
す
る
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　

今
後
の
伊
田
駅
舎
の
運
営
を
民
間

に
委
託
す
る
か
、直
営
で
運
営
す
る
か

は
、現
状
明
言
す
る
の
は
難
し
い
。伊

田
駅
舎
は
、市
の
中
心
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
場
所
で
あ
る
の
で
、市
民
の
声
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
、市
民
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
学
び
の
多
様
化

学
校
な
ど
の
子
ど
も
の
居
場
所
を
作
っ

た
り
、猫
駅
長
や
猫
グ
ッ
ズ
に
特
化
し
て

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
す
る
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。人
が
集
ま
り
市
民
に
と
っ
て
有
意

義
な
場
所
に
な
る
よ
う
、常
識
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
検
討
を
進
め
て
ほ
し
い
。
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後
藤
寺
駅
前
整
備
は
ど
の
よ
う
な

内
容
か
問
う
。

　

①
後
藤
寺
駅
前
に
列
車
や
バ
ス
を

待
つ
広
場
と
ア
ー
ケ
ー
ド
内
に
イ
ベ
ン

ト
が
実
施
で
き
る
広
場
を
整
備
。両
広

場
間
に
駅
か
ら
商
店
街
へ
歩
行
者
を

誘
導
す
る
歩
道
空
間
を
整
備
す
る
。②

交
通
ロ
ー
タ
リ
ー
に
西
鉄
の
特
急
バ

ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
停
留
所
、

タ
ク
シ
ー
、一
般
車
の
乗
降
場
を
設
置

し
、交
通
結
節
機
能
を
強
化
す
る
。③

県
道
後
藤
寺
停
車
場
線
は
、西
鉄
の
特

急
バ
ス
に
合
わ
せ
て
道
路
を
拡
幅
し
、

渋
滞
緩
和
の
た
め
後
藤
寺
本
町
交
差

点
に
右
折
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
。

後
藤
寺
商
店
街
に
人
を
呼
び
込
む

仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、後
藤
寺
地
区
で

の
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

　

後
藤
寺
駅
前
整
備
を
検
討
す
る
会

議
で
、商
店
街
振
興
組
合
を
は
じ
め
、

地
元
の
高
校
や
医
療
機
関
な
ど
多
様

な
主
体
が
地
域
の
将
来
像
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
て
い
る
。令
和
６
年
度
に

は
ア
ー
ケ
ー
ド
内
に
多
目
的
交
流
ス

ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、学
生
や
民
間
事

業
者
が
後
藤
寺
商
店
街
に
関
わ
る
新

た
な
動
き
が
出
て
い
る
。

　

後
藤
寺
地
区
の
活
性
化
に
は
、後
藤

寺
商
店
街
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ

る
。リ
ー
ダ
ー
役
と
な
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
採
用
で
き
な
い
か
問
う
。

　

以
前
後
藤
寺
商
店
街
振
興
の
た
め
地
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域
お
こ
し
協
力
隊
を
導
入
し
た
が
、う
ま

く
活
用
で
き
な
か
っ
た
。後
藤
寺
地
区
が

盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
現
状
か
ら
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
を
検
討
し
た
い
。

　

国
の
制
度
設
計
で
は
、不
登
校
や
ア

レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童
生
徒
、市
外
の

学
校
に
通
う
児
童
生
徒
の
給
食
費
無

償
化
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
問
う
。

　

国
の
補
助
金
は
、毎
年
５
月
１
日
時

点
の
小
学
校
在
籍
児
童
数
で
算
定
さ

れ
、市
外
か
ら
通
学
す
る
児
童
や
不
登

校
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
児
童
も

含
ま
れ
る
。市
内
在
住
で
市
外
の
公
立

小
学
校
に
通
学
す
る
児
童
は
、そ
の
通

学
す
る
小
学
校
を
設
置
す
る
自
治
体

か
ら
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、私

立
や
国
立
の
小
学
校
に
在
籍
す
る
児

童
や
中
学
校
の
生
徒
は
、今
回
の
国
の

支
援
対
象
で
は
な
い
。

　

国
の
制
度
設
計
の
恩
恵
が
受
け
ら

れ
な
い
児
童
生
徒
に
対
す
る
本
市
独

自
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　

本
市
は
令
和
６
年
度
か
ら
市
内
小

中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
生
徒
を
対

象
に
給
食
費
無
償
化
を
実
施
。今
後
、

国
の
最
終
的
な
支
援
内
容
が
判
明
次

第
、市
民
間
に
不
公
平
感
が
生
じ
な
い

よ
う
市
外
に
通
学
す
る
児
童
生
徒
へ

の
給
食
費
補
助
な
ど
本
市
独
自
の
支

援
策
を
検
討
し
た
い
。
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　議会の傍聴は、議会や議員の活動を知るための身近な方法です。
田川市議会では、本会議、常任委員会、特別委員会を原則公開して
おり、どなたでも傍聴できるようになっています。

　辻 智之議員の辞職に伴い、空席
となっていた副議長を決めるため、2
月19日の3月定例会初日に副議長
選挙を行いました。選挙の結果、村
𠮷勇介議員が副議長に選任されま
した。

田川市議会が、田川市・田川市民の
ための議会となるよう副議長として
尽力してまいりますので、なにとぞよ
ろしくお願い申し上げます。

①本会議は市庁舎5階の議場で開催されます。傍聴席は、議場の奥に
あるため、5階から入れません。４階奥の階段を上がってください。

②傍聴席入口に、傍聴券と資料を置いています。１部ずつ取って、傍
聴してください。

③傍聴席では、携帯電話・スマートフォンの使用や、議長の許可なく
撮影・録音することなどは禁止されています。注意してください。

④帰る際には、傍聴券を返却場所に返却してください。

　政務活動費は、議員の調査研究などの活動（政務活動）に必要な経費の一
部として交付されています。政務活動費が、どのように使われたのかを記載
した「収支報告書」をホームページで公開しています。また、議会
事務局で閲覧することもできます。詳しくは、議会事務局まで問
い合わせください。

常任委員会は、市庁舎5階第1委員会室で開催されま
す。詳しくは、議会事務局まで問い合わせください。

̜ᘑ᢬ងएᯐ
ᓱᮁᮼᮕᮝ

副議長 村𠮷 勇介
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